
臣
に
対
し
、
永
納
山
城
跡
を
国
史

跡
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
が
出
さ

れ
、
２
カ
月
後
の
７
月
14
日
、
官

報
（
文
部
科
学
省
告
示
第
１
０
１

号
）
に
よ
っ
て
告
示
が
な
さ
れ
、

正
式
に
国
史
跡
「
永
納
山
城
跡
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
今
回
の
指

定
理
由
は
、
「
永
納
山
城
跡
は
、

愛
媛
に
所
在
す
る
７
世
紀
後
半
ご

ろ
築
造
の
古
代
山
城
跡
で
あ
り
、

絶
壁
状
に
切
り
立
つ
岩
盤
を
巧
み

に
利
用
し
、
列
石
と
土
塁
に
よ
る

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
こ
の
段
階
で
の
史
跡
指
定

申
請
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
近

年
遺
跡
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、

平
成
14
年
度
か
ら
３
カ
年
を
か
け
、

再
び
遺
跡
の
将
来
的
な
保
存
・
活

用
を
め
ざ
し
た
確
認
調
査
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果

を
ま
と
め
、
今
年
２
月
に
文
化
庁

へ
国
史
跡
指
定
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
５
月
20
日
に
国

の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大

要
で
保
護
の
必
要
な
も
の
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
る
の
で
す
。

　

河
原
津
に
所
在
す
る
永
納
山
城

跡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
28
年
前

の
昭
和
52
年
の
こ
と
で
す
。

　

遺
跡
は
、
発
見
直
後
に
２
回
の

確
認
調
査
が
な
さ
れ
、
全
国
的
に

も
貴
重
な
古
代
山
城
で
あ
る
こ
と

　

史
跡
と
は
、
歴
史
上
ま
た
は
学

術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
指
し
ま

す
。
文
化
財
に
は
、「
有
形
文
化

財
」、「
無
形
文
化
財
」
等
の
区
分

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
中
で

史
跡
は
名
勝
や
天
然
記
念
物
と
同

じ
分
類
の
「
記
念
物
」
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
史
跡
の
中
で
も
、
特
に
重

今
か
ら
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
前
に
築
か
れ
た
古
代
山
城

「
永
納
山
城
」

今
年
、
二
月
に
国
史
跡
指
定
申
請
を
行
っ
て
い
た
「
永

納
山
城
跡
」
（
河
原
津
）
が
、
七
月
十
四
日
正
式
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
は
十
件
目
、
市
内
で
は
小
松
町
北
川
の
「
法
安

寺
跡
」
（
昭
和
十
九
年
三
月
七
日
指
定
）
に
つ
い
で
二

件
目
の
国
史
跡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
特
集
で
お
伝
え

し
ま
す
。

今治平野

道前平野

永納山城跡

国
史
跡
と
は

永
納
山
城
跡
国
史
跡

指
定
ま
で
の
歩
み

永納山城跡が国史跡に
県下で10件目、市内で２件目の国史跡

指定
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